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性・妥当性・実現可能性を確かめることである。以下は，第 2～4 章の概要である。 
第 2 章では，①の特徴に潜在する問題に取り組んでいる。まず，解析力学を用いて磁界結合型ワイヤレ
























トポロジーである SS 方式と SP 方式が同一の等価回路で比較評価できることを明らかにした。また，これを
もとに適切な回路方式を選択するための簡単な指針を明らかにした。②に起因する問題に対し，複数の受電
器間で生じる磁気結合や，回路部品の製造誤差などに起因する共振周波数のばらつきに関係なく，安定して
広い給電空間を小型受電器に提供可能なアクティブインピーダンス補償器とその制御指針を示した。さら
に，その具体的な実装手法として，複数の送電器と受電器が存在する複雑な系へ適用するための回路構成と
制御手法を示し，実証試験によりその有効性を明らかにした。 
本研究によって得られた成果は，今後の磁界結合型ワイヤレス給電の社会実装に向けて有用な知見を提供
するものであり，工学的・学術的価値が高い。したがって，本研究は博士（工学）の学位に値するものと認
められる。 
 
